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〒270－0192 千葉県流山市平和台1－1－1
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【市の人口・世帯】 〈3月1日現在〉 

156,821人 ＋25
（男） 77,879人 ＋25
（女） 78,942人 ±０ 
世帯 

人口 
前月比 前年同月比 人数/世帯数 

61,045世帯 ＋57

＋1,630
＋797
＋833
＋1,447

【市の予算】 〈3月1日現在〉 
一 般 会 計＝370億5,055万6千円 
特別・企業会計＝417億4,426万4千円 

　【おおたかの森出張所・休業のお知らせ】　３／１５�、４／１９�、６／７�は、市税等の新年度データ切り替え
作業に伴い、住民記録等の全システムが停止するため休業させていただきます□問 市民課�７１５０－６０７５
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春
に
は
桜
を
、
夏
に
は
水

浴
び
す
る
小
鳥
た
ち
を
、
秋

に
は
斜
面
を
深
紅
に
彩
る
曼

珠
沙
華
を
、
冬
に
は
幻
想
的

な
雪
景
色
も
…
。
四
季
折
々

で
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
る

利
根
運
河
は
、
流
山
市
を
代

表
す
る
憩
い
の
場
で
す
。

　

運
河
水
辺
公
園
を
中
心
に

眺
望
の
丘
や
理
窓
会
記
念
自

然
公
園
、
運
河
河
口
公
園
、

に
お
ど
り
公
園
、
東
深
井
古

墳
の
森
な
ど
、
ひ
と
休
み
し

た
り
自
然
を
満
喫
し
た
り
で

き
る
場
所
も
豊
富
で
す
。

運
河
桜
ま
つ
り

　

流
山
市
商
工
会
北
部
支
部

（
鈴
木
利
男
支
部
長
）で
は
、

恒
例
の
運
河
桜
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
つ
き
た
て
の
餅

の
販
売
や
各
種
模
擬
店
も
出

店
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
４
月
６
日
�　
１０

時
〜　

時
※
雨
天
中
止
▽
場

１３

所
＝
運
河
水
辺
公
園
▽
入
場

料
＝
無
料

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
北
部
支

部
・
鈴
木
�
０
９
０
―
１
４

２
２
―
４
１
８
７

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
、

利
根
運
河
水
辺
公
園
内
の
桜

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

利
根
運
河
を
よ
り
魅
力
あ

る
観
光
地
に
し
よ
う
と
、
平

成　

年
か
ら
流
山
市
観
光
協

１８
会
（
古
坂
稔
会
長
）
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　

本
の
桜
に
８
基　

灯
の

１６

１６

ラ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
、
午
後

６
時
か
ら
９
時
ま
で
暗
闇
に

浮
か
び
上
が
る
美
し
い
桜
が

見
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
中
に
見
ら
れ
る
桜
と
は
一

味
違
っ
た
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
、
夜
桜
見
物
で
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

な
お
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

期
間
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

□問
 

商
工
課
内
流
山
市
観
光

協
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

自
然
体
験
ウ
オ
ー
ク

　

流
山
市
観
光
協
会
で
は
、

利
根
運
河
の
自
然
を
体
験
し

な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
「
第
３
回
利
根
運
河
自

然
体
験
ウ
オ
ー
ク
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

「
野
鳥
コ
ー
ス
」、「
野
草

コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

さ
と
や
ま
の
皆
さ
ん
が
案
内

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
戻
っ

て
き
た
皆
さ
ん
に
は
、
温
か

い
豚
汁
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

▽
期
日
＝
４
月　

日
�
※

２７

雨
天
決
行
▽
集
合
場
所
＝
運

河
駅
東
側
の
運
河
堤
防
自
転

車
駐
車
場
付
近（
９
時
集
合
）

▽
定
員
＝
各
コ
ー
ス　

人
５０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
３

０
０
円
（
保
険
代
等
）
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
流
山
市
観

光
協
会
事
務
局
へ

　

□問
 

商
工
課
内
同
事
務
局
�

７
１
５
０
―
６
０
８
５

明
治　

年
開
通
の�
利
根
運
河
�

23

　

利
根
運
河
は
、
柏
市
舟
戸

か
ら
流
山
市
深
井
新
田
を
結

ぶ
全
長
約
８
・
５
㎞
の
運
河

で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ム
ル

デ
ル
の
設
計
に
よ
っ
て
造
ら

れ
明
治　

年
に
開
通
。
工
事

２３

は
２
年
の
歳
月
を
要
し
、
延

べ
２
２
０
万
人
が
従
事
し
ま

し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
当
時
の
山

縣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
西
郷

内
務
大
臣
、
石
田
千
葉
県
知

事
な
ど
要
人
が
多
数
出
席
。

盛
大
な
式
典
と
な
り
事
業
の

大
き
さ
を
物
語

り
ま
し
た
。

　

開
通
当
初

は
、
年
間
で
３

万
隻
を
超
え
る

船
舶
が
行
き
交

い
ま
し
た
が
、

や
が
て
鉄
道
や

道
路
網
の
整
備

に
よ
り
舟
運
は

衰
退
し
、
利
根

運
河
も
交
通
の

要
と
し
て
の
役

割
を
終
え
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ゆ
る
や
か
な
曲

線
を
描
く
美
し
い
川
の
流
れ

や
周
辺
の
里
山
と
と
も
に
豊

か
な
自
然
を
残
し
、
数
多
く

の
野
鳥
や
魚
、
昆
虫
、
野
草

な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

・　

年
度
に
は
、

１６

１７

観
光
立
県
千
葉
モ
デ
ル
推
進

事
業
の
指
定
を
受
け
、
さ
ら

に
魅
力
あ
る
観
光
地
に
し
よ

う
と
眺
望
の
丘
や
桜
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
整
備
、
利
根
運

河
絵
図
の
発
行
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
９
月
に

１８

は
�
土
木
学
会
で
「
選
奨
土

木
遺
産
」
に
認
定
。
平
成　
１９

年
２
月
に
は
、
古
都
保
存
法

施
行　

周
年
を
記
念
し
て
行

４０

わ
れ
た
「
美
し
い
日
本
の
歴

史
的
風
土
百
選
」
の
準
百
選

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
前

で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ

ル
。
駅
前
広
場
で
の
春
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ

ｈ
！
お
お
た
か
の
森
に
春
が

き
た
」（
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
主
催
）
が
３

月　

日
�
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

２２

　

地
域
の
４
つ
の
小
・
中
・

高
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
息
の

合
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演

奏
と
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

分
〜
）、野
田
市
立
第
一
中
学

校
（　

時
〜
）
※
演
奏
開
始

１５

時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―
６
３
０
８

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２２

１２

時　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
流

４５

１６

山
お
お
た
か
の
森
駅
前
都
市

広
場
▽
出
演
＝
流
山
小
学
校

（　

時
〜
）、常
盤
松
中
学
校

１３
（　

時　

分
〜
）、流
通
経
済

１３

３０

大
学
付
属
柏
高
校
（　

時　
１４

１５

March!March!　　　　　　　
おおたかの森に春がきたおおたかの森に春がきた

3月22日3月22日��にに　　　
ブラスバンドカーニバブラスバンド カーニバルル

総合計画審議会の委員を募集総合計画審議会の委員を募集
　市では、「流山市総合計画審議会」の委員を募集します。
　総合計画の前期基本計画が平成21年度末に完了することに伴い、市で
は、新たに10年間の後期基本計画（平成22年度～31年度）を策定します。
　本審議会は、この後期基本計画の策定に当たり、市長の諮問に応じ
て必要な調査・審議を行うもので、公募の市民や学識経験者など18名
の委員で構成されます。今回は、市民の委員を募集します。
　▽募集人数＝5人以内▽応募資格＝応募日現在で満20歳以上の市民
（外国人登録者を含む）▽活動予定＝月1回程度の会議（平日の日中開
催予定）▽報酬＝日額7,200円（交通費を含む）▽任期＝委嘱日から2
年間（平成20年4月下旬委嘱予定）▽応募方法＝市販の履歴書に写真を
貼付し、論文（自由用紙に、｢応募の動機と私の考えるまちづくり｣を
テーマに800字程度で）を添えて、3月31日（必着）までに〒270-0192
流山市役所企画政策課へ郵送または持参※応募書類等は返却しません
▽選考方法＝書類審査、面接※応募者全員に合否通知。採用者は、広
報紙および市ホームページで公表予定
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

　利利根根運運河河でで春春満満喫喫
桜まつりやウオーキングイベントも　　　桜まつりやウオーキングイベントも

　運河橋から利根川方向を望む。上を横切るのは県営
鉄道（現・東武野田線）の鉄橋。（大正４年４月撮影）

　迫力ある吹奏楽の演奏を迫力ある吹奏楽の演奏を

春の利根運河では、さまざまなウオーキン
グイベントが開催されます
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二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
「
啓
蟄
」
を
過
ぎ
、
流
山
の
大
地
に
も
春
の

光
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
利
根
運
河
で
は
、
桜
の
開
花
も
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
も
、
開
花
に
合
わ
せ
て
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
桜
ま
つ
り
の

開
催
、
さ
ら
に
は
各
種
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
春
風
に
誘
わ
れ
て
、
土
木
遺
産
で
も
あ
る
利
根
運
河
に
、
ぜ

ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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平成２０年３月１５日（土曜日）　　　（　）２第１１５８号

　３月２２日�、広報ながれやま号外「介護保険特集号」を発行します。□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

移
転
す
る
小
山
小
学
校
は
、

（
仮
称
）
十
太
夫
地
域
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
十
太
夫
児

童
セ
ン
タ
ー
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
合
わ
せ
た
施
設
と
し
て
、

平
成　

年
度
開
校
・
開
館
に

２１

向
け
、
新
し
い
ま
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
複
合
施
設
と
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
と
避
難

場
所
の
確
保
の
た
め
、
計
画

的
に
行
っ
て
い
る
小
中
学
校

校
舎
の
耐
震
診
断
結
果
に
基

づ
き
、
鰭
ケ
崎
小
学
校
と
向

小
金
小
学
校
の
校
舎
耐
震
補

強
お
よ
び
ト
イ
レ
改
造
工
事

を
、
中
学
校
で
は
南
部
中
学

校
と
東
部
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
お
よ
び
ト
イ

レ
改
造
工
事
、
八
木
中
学
校

校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
生
の
国
際
理
解
を
深

め
る
た
め
英
語
教
育
を
推
進

し
、
外
国
人
講
師
の
採
用
の

ほ
か
英
会
話
に
堪
能
な
人
材

の
派
遣
を
行
い
教
育
の
充
実

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
流
山
地
区
の
溢
水
対
策

で
行
う
新
東
谷
調
整
池
整
備

事
業
に
よ
り
、
敷
地
内
に
あ

り
ま
し
た
南
部
柔
道
場
が
移

転
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
柔

道
場
を
調
整
池
隣
接
地
に
建

設
い
た
し
ま
す
。

　
「
健
康
都
市
宣
言
の
ま
ち
」

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
を
拡
充
す
る
た
め
、

市
民
が
気
軽
に
楽
し
め
る
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
新
設
し

て
い
く
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
フ

ィ
ー
ル
ド
整
備
計
画
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
の
概
要
と
地
震
に
よ

る
揺
れ
な
ど
を
掲
載
し
た
地

震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
６
駅　

カ
所
の
自
転

２１

車
駐
車
場
利
用
受
け
付
け
が

繁
忙
期
で
あ
る
３
月
中
旬
か

ら
下
旬
の
一
定
期
間
に
各
駅

設
置
の
管
理
室
等
を
利
用
し
、

使
用
許
可
申
請
お
よ
び
登
録

証
交
付
事
務
等
に
つ
い
て
、

現
地
受
け
付
け
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

誰
も
が
充
実
し
た

生
涯
を
お
く
る
こ

と
の
で
き
る
流
山

　

昨
年
７
月
、
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
東
口
駅
前
に
、
県

内
初
と
な
る
送
迎
保
育
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
開
設
い
た
し
ま

し
た
が
、
平
成　

年
度
は
、

２０

南
流
山
地
域
に
も
送
迎
保
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
、

保
育
所
入
所
待
機
児
童
の
解

消
と
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
の
就
労
や
生
産
活

動
の
機
会
の
拡
充
を
図
る
、

障
害
者
の
作
業
所
「
流
山
こ

ま
ぎ
園
」
と
「
文
化
会
館
内

軽
食
喫
茶
店
」
の
２
カ
所
の

開
設
に
対
し
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児

の
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
助

産
師
、
保
健
師
、
看
護
師
が

家
庭
訪
問
し
、
親
子
の
心
身

の
状
況
の
把
握
や
助
言
を
行

う
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
」
を
実
施
し
、
育

児
に
対
す
る
悩
み
や
不
安
を

解
消
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
婦
の
母
体
保
護
と
胎
児

の
健
康
管
理
の
た
め
、
妊
婦

健
康
診
断
の
公
費
負
担
を
従

来
の
２
回
か
ら
５
回
に
増
や

す
ほ
か
、
引
き
続
き
、
就
学

前
児
童
ま
で
を
対
象
と
し
た

乳
幼
児
医
療
対
策
事
業
を
実

施
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
乳
幼
児
の
保
健

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
公
立
・
私
立
保
育
園

な
ら
び
に
幼
稚
園
、
福
祉
会

館
全
館
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
し
、

緊
急
の
事
態
に
備
え
て
ま
い

り
ま
す
。

学
び
、受
け
継
が　

れ
、進
展
す
る　
　 

流
山

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

開
通
に
伴
う
新
市
街
地
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

置
事
業
へ
負
担
金
を
支
出
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
等
の
駅
利

用
者
の
利
便
向
上
を
図
り
ま

す
。生

活
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る　
　
 

流
山

　

新
た
に
市
が
行
う
各
種
事

業
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
に

取
り
組
む
た
め
、
環
境
に
関

す
る
方
針
や
目
標
等
を
自
ら

設
定
し
、
自
主
的
、
積
極
的

に
環
境
保
全
の
た
め
に
取
り

組
む
行
動
を
計
画
・
実
行
・

評
価
す
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

継
続
的
に
整
備
し
て
お
り

ま
す
災
害
用
井
戸
を
東
深
井

中
学
校
に
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昭
和　

年
以
前
に
建
築
さ

５６

れ
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

の
促
進
を
図
る
た
め
、
耐
震

将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
改
革
の
推

進
に
つ
い
て　
　
　
 

　

高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
増
大
、
国
の

構
造
改
革
、
地
方
分
権
の
推

進
に
よ
る
自
主
自
立
の
自
治

体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
改

革
を
一
層
推
し
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
と
い
う
行
政
運

営
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

今
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革

を
徹
底
し
て
推
進
し
、
そ
の

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
速

め
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営

の
基
盤
づ
く
り
に
最
善
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優
先

に
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
小
中
学
校
の
校
舎
耐

震
診
断
に
基
づ
く
耐
震
補
強

工
事
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
中
で
も
、
耐
震
診
断

の
結
果
、
危
険
建
物
と
さ
れ

ま
し
た
市
役
所
第
２
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
「
第
２

庁
舎
建
替
調
査
検
討
協
議

会
」
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
防
災
の
拠
点
と
し
て

の
設
備
を
備
え
た
鉄
骨
造
一

部
４
階
建
の
庁
舎
を
平
成　
２１

年
度
の
竣
工
を
目
指
し
建
設

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
、

　

年
後
、　

年
後
の
流
山
を

１０

２０

見
据
え
、
今
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
今
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
優
先
順
位
を

つ
け
て
、
多
く
の
方
が
流
山

に
住
み
続
け
た
い
、
ま
た
移

り
住
み
た
い
と
い
う
街
づ
く

り
を
確
実
に
進
め
、
よ
り
一

層
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｔ
Ｘ
沿
線
整
備
と 

公
共
施
設
整
備
の 

充
実
に
つ
い
て　

　

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
前
の
市
有
地
約
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
緑
豊
か
な
総
合
運
動
公

園
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

が
立
地
す
る
地
域
特
性
を
生

か
し
た「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、

く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
土
地
」
の

活
用
を
目
指
し
、
教
育
、
文

化
、
子
育
て
、
健
康
な
ど
地

域
核
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
公

共
公
益
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
有

し
た
施
設
と
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
以
来
、

　

厳
し
い
財
源
の
中
で
、
各

自
治
体
と
も
個
性
的
で
多
様

な
行
政
展
開
が
求
め
ら
れ
て

　

年
後
、　

年
後
を
見
据
え

１０

２０

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
全
力

　

２
月　

日
、
市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長

２１

は
、
平
成　

年
度
に
向
け
た
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

２０

と
、
総
合
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
た
主
要
事
業
や
新
規
事

業
な
ど
平
成　

年
度
の
所
信
を
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

２０

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す（
一
部
抜
粋
）。な
お
、所
信
や
一
般

報
告
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

たい、街へたい、街へ

健
康
も
安
心
も
環
境
も

平
成　

年
度
の
主
要
事
業

２０

整
備
・
開
発
と
自
然

環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
流
山

　

利
用
者
の
安
全
性
、
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
運

河
駅
東
口
開
設
に
必
要
と
な

る
駅
前
広
場
や
駅
前
道
路
の

基
盤
整
備
に
向
け
た
、
委
託

調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
良
好
な
住
環
境
の

保
全
等
を
目
的
と
し
て
、
地

区
計
画
な
ど
市
民
が
主
体
と

な
っ
た
ル
ー
ル
づ
く
り
に
対

す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
相
談
員
を
派
遣
し
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
市
野
谷
向
小
金
新
田
線

１０立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
況
調
査
を
行
い
、
国
道
６

号
線
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
に
よ
る

東
部
地
域
の
地
域
間
分
断
の

解
消
な
ら
び
に
道
路
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
安

全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
東
武
鉄
道

が
実
施
す
る
初
石
駅
跨
線
橋

　健康都市宣言の街にふさわしく生涯スポーツの施設整備も進む

　専門家による健康推進事業も充実

市議会第１回定例会
所信表明

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び

駅
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
の
設

　議会初日議会初日
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住み続け住み続け

　国際理解を深める英語教育を推進（向小金小学校で）

賑
わ
い
と
活
気
に

満
ち
た
流
山

　

市
内
商
工
業
振
興
の
推
進

母
体
で
あ
る
商
工
会
の
組
織

基
盤
強
化
を
図
り
、
平
成　
２２

年
度
に
商
工
会
議
所
へ
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
体
験
を
通
じ
て
健
康

増
進
を
図
る
市
民
の
方
や
、

食
に
関
心
が
高
い
市
民
の
方

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
貸
し
出
し
農
具
、
井
戸
、

休
憩
施
設
な
ど
を
備
え
た
、

親
子
体
験
農
園
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
体
験
農
園
、
団
塊
の
世

代
等
市
民
を
対
象
に
し
た
体

験
農
園
な
ど
高
規
格
で
多
面

的
な
機
能
を
持
っ
た
民
設
民

営
の
体
験
農
園
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
構
想
実
現
と
効
率 

的
、効
果
的
行
財
政
運
営

　

市
民
参
加
の
地
域
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
住
民
自

治
基
本
条
例
の
平
成　

年
度

２０

策
定
に
向
け
、
市
民
協
議
会

と
行
政
に
よ
る
策
定
調
整
会

議
に
お
い
て
策
定
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
〜
平
成　

年

２２

３１

度
の
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
、
前
期

基
本
計
画
の
総
括
・
評
価
、

基
礎
調
査
、
意
識
調
査
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成

　

年
度
・
平
成　

年
度
の
２

２０

２１

カ
年
継
続
で
計
画
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
状
況
を
総
合
的
・
長

期
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、貸
借
対
照
表
や
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
な
ど
の

帳
票
を
作
成
す
る
支
援
業
務

を
委
託
し
、
市
民
に
分
か
り

や
す
い
公
会
計
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
透
明
性
を
確
保
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

小
山
小
な
ど　

項
目
を
報
告

１９

　

井
崎
市
長
は
、
所
信
表
明

に
続
き　

項
目
に
つ
い
て
市

１９

政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。な
お
、掲
載
し

た
項
目
以
外
に
「
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
」、「
北
千
葉

広
域
水
道
企
業
団
用
地
の
取

得
な
ら
び
に
借
用
に
つ
い
て
」、

「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
よ

る
住
民
記
録
等
の
新
シ
ス
テ

ム
の
稼
動
に
つ
い
て
」、「
特

定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
」、「
流
山

市
防
犯
協
会
の
流
山
防
犯
協

会
連
合
会
へ
の
統
合
に
つ
い

て
」、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
」、「
管
轄
保
健

所
の
変
更
に
つ
い
て
」、「
旧

清
美
園
再
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
」、「
循
環
型

社
会
形
成
の
た
め
の
ご
み
処

理
有
料
化
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
」、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
沿
線
整
備
区
域
の
用
途

の
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
」、「
ぐ

り
ー
ん
バ
ス
の
現
状
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
」、「
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、

「
千
葉
県
消
防
広
域
応
援
隊

合
同
訓
練
等
の
実
施
に
つ
い

て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

国
際
学
術
研
究
都
市

国
際
学
術
研
究
都
市 

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

つ
い
て

つ
い
て

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
や
将
来
像
な
ど
を
話
し

合
う
た
め
、
２
月
７
日
に
千

葉
県
、
都
市
再
生
機
構
、
流

山
市
、柏
市
の
共
催
に
よ
り
、

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
東
京
大
学
の
小
宮

山
総
長
、
千
葉
大
学
の
古
在

学
長
、
堂
本
知
事
、
本
多
柏

市
長
と
と
も
に
、
私
も
参
加

し
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
地
域
に
お
け
る
世
界
レ

ベ
ル
の
研
究
機
関
の
活
動
を

活
か
し
た
「
国
際
学
術
都
市

づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

県
立
流
山
東
高
校
の
跡
地

県
立
流
山
東
高
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

利
用
に
つ
い
て

　

県
立
高
等
学
校
再
編
計
画

第
２
期
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
、
今
年
度
末
で
流
山

東
高
校
が
流
山
中
央
高
校
と

統
合
さ
れ
、
新
た
に
「
流
山

お
お
た
か
の
森
高
等
学
校
」

と
し
て
、
こ
の
４
月
に
開
校

い
た
し
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
跡
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
健
康

都
市
宣
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
様
が
多
目
的
に
利

用
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
、

私
自
身
、
１
月
８
日
に
は
県

教
育
長
を
訪
問
し
、
そ
の
後

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
要
望

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
出
来
る
限
り
早
い
時

期
に
使
用
で
き
る
よ
う
県
と

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
避
難

災
害
時
要
援
護
者
避
難 

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
に

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
に 

つ
い
て

つ
い
て

　

一
人
で
は
災
害
時
に
避
難

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、

防
災
関
係
機
関
等
に
よ
る
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
検

討
協
議
会
に
お
い
て
「
流
山

市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
福

祉
施
策
審
議
会
の
審
議
を
経

て
同
支
援
計
画
を
３
月
末
日

設
は
、
定
員　

名
の
通
所
施

２０

設
で
、
作
業
室
の
ほ
か
相
談

室
や
医
務
室
を
備
え
、
全
室

車
い
す
で
の
移
動
が
可
能
な

障
害
者
の
方
が
使
い
や
す
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
開
設
に
よ
っ

て
障
害
者
の
就
労
の
場
の
確

保
と
就
労
を
支
援
す
る
体
制

ま
で
に
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。
平
成　

年
度
は
、
こ
の

２０

支
援
計
画
に
基
づ
い
て
、
災

害
時
要
援
護
者
の
一
人
ひ
と

り
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
で
あ

る
「
避
難
支
援
個
人
計
画
」

の
具
体
的
な
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
整
備

社
会
福
祉
協
議
会
が
整
備 

す
る
就
労
継
続
支
援
施
設

す
る
就
労
継
続
支
援
施
設 

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

駒
木
台
の
市
有
地
に
建
設

を
進
め
て
い
ま
し
た
障
害
者

の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設

「
流
山
こ
ま
ぎ
園
」が
完
成
し
、

本
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
就
労
施
設
は
、

障
害
者
が
ス
ー
パ
ー
の
買
い

物
か
ご
の
洗
浄
な
ど
の
作
業

を
行
う
施
設
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
直
営
施
設
と
し
て

は
、
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

鉄
骨
造
平
屋
建
て
延
べ
床
面

積
５
４
８
・　

㎡
の
こ
の
施

７９

の
充
実
が
図
れ
る
と
と
も
に
、

障
害
者
が
、
地
域
で
共
に
暮

ら
す
社
会
に
向
け
て
前
進
す

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
の
事
務
・
事
業
へ
の
環

市
の
事
務
・
事
業
へ
の
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て

ム
の
導
入
に
つ
い
て

　

環
境
基
本
計
画
、
環
境
行

動
計
画
を
よ
り
効
果
的
に
推

進
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
ま
す

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
先

般
の
環
境
審
議
会
に
お
い
て
、

環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン　

」
と
い
う
認
証

２１

登
録
シ
ス
テ
ム
が
、
環
境
面

に
対
す
る
負
荷
削
減
の
要
求

度
や
負
荷
対
策
へ
の
チ
ェ
ッ

ク
、
さ
ら
に
は
、
環
境
活
動

レ
ポ
ー
ト
の
公
表
を
義
務
付

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

導
入
が
適
当
で
あ
る
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、平
成　

年
度
中
の「
エ

２０

コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

」
認
証
取

２１

得
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
山
小
学
校
校
舎
建
設

小
山
小
学
校
校
舎
建
設 

等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
進
捗

等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
進
捗 

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

市
民
、
施
設
関
係
者
等
か

ら
頂
い
た
ご
要
望
等
を
可
能

な
限
り
施
設
設
計
に
反
映
し

た
こ
と
に
よ
る
設
計
図
書
の

見
直
し
や
建
築
基
準
法
の
改

正
等
の
影
響
に
よ
る
建
築
確

認
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し

ま
し
た
が
、
２
月　

日
に
建

２０

築
確
認
が
お
り
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
月
上
旬
に
建
築
の
拠

点
と
な
る
現
場
事
務
所
が
建

設
さ
れ
る
な
ど
平
成　

年
４

２１

月
の
開
校
・
開
館
に
向
け
、今

月
下
旬
に
は
、
本
格
的
な
工

事
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　　工事が始まった小山小学校は児童センターや学童クラブなども併設

　シンポジウムで官学連携

　今春オープンのこまぎ園
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平成２０年３月１５日（土曜日）　　　（　）４

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
合
わ
せ
て
７
４
１
億　

万
８
千
円
の

２０

３６

予
算
案
が
、
現
在
開
会
中
の
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
予
算
は
、
流
山
市
基
本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本
計
画
、
４
年
目
を
迎
え

る
下
期
５
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
関
連
事
業
や
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
市
民
生
活
と
密
着
し
た
事
業
を
厳
選
し
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業
効
率
等
を
十
分
勘
案
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
会
計
の
予
算
案
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
の
自
主
財
源
で
あ
り
、

歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る

市
税
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
比
べ　

億
７
６
５
３

１０

万
円
増
の
２
２
５
億
３
８

８
５
万
５
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
所
得
水
準
が

微
増
な
が
ら
上
向
き
傾
向

に
あ
る
こ
と
や
、
課
税
者

数
の
増
、
新
増
築
家
屋
の

増
加
や
土
地
の
地
目
変
更

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
あ

る
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県

支
出
金
は
、
し
尿
処
理
施

設
再
整
備
事
業
、
小
学
校

大
規
模
改
造
事
業
、
中
学

校
学
校
建
物
改
修
事
業
等

の
補
助
対
象
事
業
の
増
加

に
よ
り
、
合
わ
せ
て　

億
１３

対前年度比較
増減率（％）増減額％）
９.７７３４億５,９００万円　　４

１０.５９６億３,４０６万３千円２

△８７.９１△８７億６,３２２万６千円３

皆増１２億５,１１８万１千円

△４.６７△６億２,２７３万６千円５

４３.０１５億７,２２３万３千円４

８.１７４億２,１６９万６千円４

△１８.１８△６５億６７８万９千円８

１１.５２６億１,５６４万４千円８
△３.１８△２４億３,２１４万５千円０

市税 
２２５億３,８８５万５千円 

１千円 

円 

交付金　１億３,５００万円 

その他の交付金等 
　６億１,１００万円 

02万３千円 
総務費 
３６億９,５０７万３千円 

衛生費 
４８億５,５１１万９千円 

民生費 
１１３億１３１万２千円 

人件費 

投資的経費 

公債費 

物件費 

繰出金及び予備費 

扶助費 

補助費等 

投資及び出資金・ 付金貸付金 積立金 付金 

Ｈ１９ Ｈ２０ 

置するものです

新
年
度
予
算
案
を
審
議
中

市
民
生
活
密
着
の
積
極
予
算
を
編
成
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一
般
会
計
予
算
歳
入

一
般
会
計
予
算
歳
入
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一
般
会
計
予
算
歳
出

一
般
会
計
予
算
歳
出

１
０
２
９
万
１
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
方
交
付
税
は
、
市

税
の
伸
び
が
影
響
し
て
、

前
年
度
に
比
べ
６
億
８
千

万
円
の
大
幅
な
減
の
５
億

１
千
万
円
を
見
込
む
な
ど

依
然
厳
し
い
状
況
で
す

（
図
１
参
照
）。

　

こ
の
た
め
、
財
政
調
整

積
立
基
金　

億
円
を
取
り

１８

崩
し
て
予
算
を
編
成
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、　

歳
以
上
の

４０

市
民
を
対
象
に
し
た
特
定

健
診
充
実
事
業
、
中
学
校

１
年
生
お
よ
び
高
校
３
年

生
を
対
象
と
し
た
麻
し
ん

排
除
計
画
事
業
の
ほ
か
、

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公

費
負
担
回
数
を
従
来
の
２

回
か
ら
５
回
に
増
や
す
な

ど
、
生
活
支
援
の
充
実
を

図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、扶
助

費
が
約
１
億
２
５
０
０
万

円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
山
小
学
校
校

舎
建
設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
な

ど
教
育
環
境
の
基
盤
充
実
、

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

　

号
中
駒
木
線
道
路
改
良

２８事
業
な
ど
、
道
路
整
備
や

し
尿
処
理
施
設
再
整
備
事

業
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

約　

億
６
４
０
０
万
円
の

３３
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成　

年
度
か

２０

　

目
的
別
分
類
に
よ
る
一

般
会
計
予
算
の
歳
出
は
、

民
生
費
の
１
１
３
億
１
３

１
万
２
千
円
を
筆
頭
に
、

土
木
費
で　

億
５
５
８
８

５５

万
３
千
円
、
教
育
費　

億
６６

４
９
５
万
６
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参

照
）。

　

こ
れ
を
、
性
質
別
分
類

で
見
る
と
、
人
件
費
に
つ

い
て
は
、
３
億
９
２
４
８

万
５
千
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
（
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
に
移
し
た
約
１
億

２
７
０
０
万
円
分
の
減
を

含
む
）。
こ
れ
は
、指
定
管

理
者
制
度
の
拡
充
や
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
を
着

実
に
実
行
す
る
な
ど
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
行
財
政

改
革
の
推
進
に
努
め
、
給

与
構
造
改
革
や
定
員
適
正

化
を
進
め
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し

は
減
額
さ
れ
ま
し
た
が
、新

た
に
設
置
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰

出
し
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
介
護
保
険
特
別
会

計
、西
平
井
・
鰭
ケ
崎
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
は
、毎
年
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
３
は
、
過
去　

年
間

１０

の
性
質
別
当
初
予
算
の
推

移
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
人
件

費
は
、　

年
間
で　

億
１

１０

１６

８
０
０
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２０

度
も
、
新
た
に
南
流
山
セ

ン
タ
ー
、
初
石
公
民
館
、

北
部
地
域
図
書
館
の
３
施

設
の
管
理
を
指
定
管
理
者

に
委
託
す
る
な
ど
事
務
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
に
よ
り
、

着
実
な
減
少
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

物
件
費
は
、
職
員
の
退

職
者
不
補
充
を
補
う
た
め

の
臨
時
職
員
の
増
加
や
、

中
央
図
書
館
分
館
業
務
委

託
料
な
ど
が
増
加
し
た
も

の
の
、
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア

過
去　

年
間
の
当
初
予
算
の
推
移

１０

指
定
管
理
者
業
務
委
託
の

廃
止
（
４
０
０
０
万
円
）

や
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に

よ
る
電
算
処
理
業
務
委
託

費
の
減
額
（
５
６
０
６
万

円
）
に
よ
り
、
相
対
的
に

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
平
成
７
、

８
年
度
に
借
入
れ
た
減
税

補
て
ん
債
の
借
り
替
え
を

行
っ
た
平
成　

年
度
は
突

１６

出
し
て
い
ま
す
が
、
新
行

財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
に

よ
り
地
方
債
発
行
額
を
削

減
し
た
結
果
、
フ
ラ
ッ
ト

な
線
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
に
か

１３

１５

け
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
焼
却
施
設
の

建
設
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成　

年
度
は
、

２０

小
中
学
校
の
校
舎
等
の
大

規
模
改
造
と
建
物
耐
震
改

修
事
業
（　

億
６
５
１
３

１１

万
８
千
円
）、小
山
小
学
校

校
舎
建
設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

（　

億
５
３
４
４
万
３
千

１６
円
）、し
尿
処
理
施
設
再
整

備
事
業
（　

億
９
８
４
万

１１

２
千
円
）
な
ど
の
要
因
に

よ
り
突
出
し
た
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
介
護
給
付

・
訓
練
等
給
付
費
や
児
童

運
営
業
務
委
託
料
の
増
加

な
ど
相
対
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
硬
直
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
は
、
高
齢
者
医

療
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
市
町
村
負
担
金
や
後
期

高
齢
者
医
療
定
率
市
町
村

負
担
金
な
ど
、
後
期
高
齢

者
医
療
費
と
し
て
９
億
９

１
６
８
万
８
千
円
が
増
額

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成　

年
度
は
突
出
し
た

２０

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の

新
規
の
繰
出
金
が
発
生
し

た
も
の
の
、
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
が
減
額
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
全
体
で
４
億
５

２
２
３
万
８
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
は
、
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
土
地
区
画
整
理
事
業
や

公
共
下
水
道
事
業
の
進

展
、
あ
る
い
は
、
人
口
増

加
に
よ
る
医
療
費
の
増
大

な
ど
に
よ
り
、
繰
出
金
は

増
加
に
転
ず
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
１

【自主財源】　市が独立に調達する財源。市税のほか手数料・使用料な
どがある。

【依存財源】　国庫支出金・県支出金など、国・県を経由する財源。
市の裁量が制限される場合がある。

【財政調整積立基金】　地方公共団体における年度間の財源の不均衡
を調整するために設置している基金。経済事情の変動等
で財源が不足する場合や、大規模な建設事業、災害など
の財源として活用する｡

【目的別分類】　経費を行政目的によって分類したもの。総務費、民
生費、土木費、教育費などに分けられる。

【性質別分類】　経費を経済的性質で分類したもの。人件費や物件費
のほか、生活保護や児童手当などの経費である扶助費な
どに分けられる｡

【特別会計】　一般会計に対し、特定の目的の歳入歳出について経理
するため条例によって設置された会計｡

【アウトソーシング】　本市におけるアウトソーシングは、外部への
業務委託および市民による業務への参加。

【ダウンサイジング】　コストダウンや効率化のために小型化するこ
と。本市では、住民記録などに使用される大型の汎用コ
ンピューターから、業務ごとの小型サーバーへ切り替え
た。

【減税補てん債】　住民税減税などにより、市税収入が減収となるこ
とに対して、その減収を補うために発行が許可される特
例の地方債。

平成２０年度の主な事業
●都市基盤の整備
○県が施行する運動公園周辺地区および木地区の土地区画整理事
業に対する負担事業（５億３,０９９万７千円）

○駅前センター地区まちづくり推進事業（１,５００万円）
○市道東深井・市野谷２号幹線道路新設事業（４億６,４９３万６千円）

●生活環境の整備
○地球にやさしい住宅設備奨励事業（８００万円）
○し尿処理施設再整備事業（１１億９８４万２千円）
○耐震診断および木造住宅耐震改修補助事業（３７０万円）

●教育・文化の充実向上
○小中学校の校舎等の大規模改造と建物耐震改修事業（１１億６,５１３
万８千円）

○小山小学校校舎建設等ＰＦＩ事業（１６億５,３４４万３千円）
○公園野球場改修整備事業、総合体育館施設改修事業等スポーツ
施設の改修充実事業（５,７０５万円）

●市民福祉の充実
○私立幼稚園・私立保育所ＡＥＤ設置費補助事業（８８万３千円）
○中高年・高齢者ヘルスアップ事業（２,３４８万７千円）
○特定健診・保健指導事業（１億１,５８１万４千円）

●産業の振興
　○体験農園設立支援事業（２５０万円）
●行政の充実
　○公共施設への自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置事業（４５９万９
千円）

用語解説

（　）　　 第１１５８号５

　

４
月
か
ら
老
人
保
健
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
対

象
者
全
員
に
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）」を
３
月
下
旬
ま
で

に
発
送
し
ま
す
。

　

保
険
証
は
、
１
人
に
１

枚
、
カ
ー
ド
式
の
も
の
に

な
り
ま
す
。
発
送
は
配
達

記
録
郵
便
で
行
い
ま
す
の

で
、
受
け
取
り
の
際
、
受

領
印
が
必
要
で
す
。

て
加
入
し
て
い
る　

歳
以

３５

上　

歳
未
満
の
方
、
ま
た

７５
は
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
該
当
す
る
方

▽
自
己
負
担
額
＝
１
万
２

６
０
０
円
▽
検
査
医
療
機

関
＝
別
表
の
と
お
り

　

【
申
請
方
法
】

　

３
月　

日
か
ら
、
国
民

１７

健
康
保
険
加
入
者
は
国
保

年
金
課
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
該
当
す
る
方
は

高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課

で
申
請
を
※
出
張
所
で
の

受
け
付
け
も
可
。
助
成
券

等
は
後
日
郵
送
。
保
険
料

書
」
を
４
月
１
日
に
発
送

し
ま
す
。

　

▽
対
象
者
＝
平
成　

年
１９

４
月
２
日
か
ら
９
月　

日
３０

ま
で
に　

歳
に
到
達
、
ま

６５

た
は
同
期
間
内
に
転
入
し

た　

歳
以
上
の
方
※
年
金

６５
受
給
額
が
年
額　

万
円
未

１８

満
の
方
を
除
く
。
平
成　
１９

年　

月
以
降
の　

歳
到
達

１０

６５

者
や　

歳
以
上
の
転
入
者

６５

は
、
平
成　

年
６
月
以
降

２０

順
次
特
別
徴
収
に
切
り
替

わ
り
ま
す

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

　会計別予算総括表

平成１９年度平成２０年度
区　分

構成比（％予算額構成比（％）予算額
４６.２４３５３億９,０００万円　　５２.４３３８８億４,９００万円　　一 般 会 計

７.８２５９億８,８６１万円　　８.９４６６億２,２６７万３千円介 護 保 険
特 別 会 計

特
別
会
計

１３.０３　９９億６,８７９万２千円１.６３１２億５５６万６千円　
老人保健医
療特別会計

　　１.６９１２億５,１１８万１千円後期高齢者医
療 特 別 会 計

１７.４５１３３億４,９１０万７千円１７.１７１２７億２,６３７万１千円国民健康保
険特別会計

１.７４１３億３,０４２万７千円２.５７１９億２６６万円　　　

西平井・鰭
ケ崎土地区
画整理事業
特 別 会 計

６.７４５１億６,１０５万７千円７.５３５５億８,２７５万３千円公共下水道
特 別 会 計

４６.７８３５７億９,７９９万３千円３９.５３２９２億９,１２０万４千円計

６.９８５３億４,４５２万円　　８.０４５９億６,０１６万４千円水道事業会計
１００.００７６５億３,２５１万３千円１００.００　７４１億３６万８千円合 計

図１　一般会計予算歳入 

使用料及び手数料　６億１,０１６万

繰入金　２２億１,５９５万４千円

諸収入　１１億６,３２５万１千円 

その他の自主財源 
５億２,７５１万６千円 

国庫支出金 
３７億５,０４０万８千円 

市債 
３０億７,９３０万円 

県支出金 
１５億９,７５５万５千円 

地方消費税交付金 
１１億１,０００万円 

地方交付税 
５億１,０００万円 地方特例交

地方譲与税 
４億円 

そ
　

繰越金　６億円 

自主財源（７１.１９％） 
２７６億５,５７３万７千円 

依存財源（２８.８１％） 
１１１億９,３２６万３千円 

　　　　総　額 
３８８億４,９００万円 

図２　一般会計予算歳出 

議会費 
３億８,３0

農林水産業費 
１億５,８９７万７千円 

商工費 
２億７,３９５万３千円 

土木費 
５５億５,５８８万３千円 

消防費 
１８億９,００２万１千円 

教育費 
６６億４９５万６千円 

災害復旧費 
１万円 

諸支出金 
１千円 

予備費 
１億円 公債費 

４０億１１９万円 

労働費 
２,９４８万２千円 

総　額 
３８８億４,９００万円 

図３　一般会計予算性質別当初予算推移表 
１２０億円 

１００億円 

８０億円 

６０億円 

４０億円 

２０億円 

０円 

人件費 

投資的経費 

公債費 

物件費 

繰出金及び予備費 

扶助費 

補助費等 

投資及び出資金・貸付貸付金 積立金 

人件費 

投資的経費 

公債費 

物件費 

繰出金及び予備費 

扶助費 

補助費等 

投資及び出資金・貸付積立金 

Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

　※　後期高齢者医療特別会計は、平成２０年４月１日から設

後期高齢者　

歳
以
上
の
方
が
対
象

７５
新
制
度
の
保
険
証
を
発
送

成　

年
度
分
「
あ
ん
ま
、

２０
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
は

り
及
び
き
ゅ
う
施
設
利
用

助
成
券
」
と
「
人
間
ド
ッ

ク
助
成
」
の
申
請
を
３
月

　

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

１７
　

あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、
は
り
及
び
き
ゅ
う

施
設
利
用
助
成
券

　

▽
対
象
者
＝　

歳
以
上

６０

　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保

７５険
加
入
者
、
ま
た
は
４
月

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
該
当
す
る
方
▽
助
成

金
額
＝
利
用
券
１
枚
５
０

国民健康保険
後期高齢者

あ
ん
ま
や
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

受
け
付
け
は
３
月　

日
か
ら

１７

　

４
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
等
を
受
診
す
る
際
に
は
、

新
し
い
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

在
使
用
し
て
い
る
老
人
医

療
受
給
者
証
は
、
４
月
１

日
以
降
、
高
齢
者
生
き
が

い
推
進
課
ま
た
は
出
張
所

に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

高
齢
者
生
き
が
い
推

進
課
�
７
１
５
０
―
６
０

８
０

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
の
、
平

０
円
▽
施
術
所
＝
市
内
指

定
施
術
所

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

▽
対
象
者
＝
国
民
健
康

保
険
に
１
年
以
上
連
続
し

初
石
駅
周
辺
を
新
た
に
指
定

路
上
喫
煙
、ポ
イ
捨
て
防
止
重
点
区
域
に

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か

ら
東
武
野
田
線
初
石
駅
周

辺
を
「
路
上
喫
煙
及
び
ポ

イ
捨
て
防
止
重
点
区
域
」

に
指
定
し
ま
す（
図
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
歩
行
者
の
安

初
　
石
　
駅 

至
大
宮 

ス
ー
パ
ー 

○ 

東
武
野
田
線 

東
武
野
田
線 至

柏 

○ 

銀行 

旧
日
光
街
道 

○ 郵便局 

県道守谷・流山線 県道守谷・流山線 

全
確
保
、
環
境
美
化
の
推

進
の
た
め
、江
戸
川
台
駅
、

南
流
山
駅
、
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
周
辺
に
続
き
、

新
た
に
指
定
す
る
も
の
で

す
。

　

重
点
区
域
内
で
の
路
上

喫
煙
お
よ
び
ポ
イ
捨
て
の

違
反
に
対
し
て
特
に
指
導

勧
告
を
行
い
、
違
反
者
に

は
過
料
の
徴
収
を
行
い
ま

す
。

　

環
境
美
化
推
進
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

の
滞
納
が
あ
る
世
帯
の
方

は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
　

□問
 

国
保
加
入
者
…
国
保

年
金
課
�
７
１
５
０
―
６

０
７
７
／
後
期
高
齢
者
…

高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
０

介護保険

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
発
送

新
た
に
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
方

　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護

６５
保
険
料
は
、特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
ま
た

は
普
通
徴
収
（
納
入
通
知

書
や
口
座
振
替
）
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

普
通
徴
収
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
の

内
、
４
月
か
ら
新
た
に
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
方

に
「
特
別
徴
収
開
始
通
知

国民年金の学生納付特例
新年度分を４月１日から受け付け

　国民年金に加入している学生で、収入がな
いため保険料を納められない方は、申請によ
り保険料の納付が猶予されます。
　４月１日から、平成２０年度分の申請を受け
付けます。
　▽対象者＝前年所得が一定額以下で、高等
学校、大学（院）、短期大学、高等専門学校、
専修学校などに在学の方※日本の学校に限る
▽申請場所＝国保年金課または出張所※郵送
可▽手続きに必要なもの＝①学生証（写し可。
ただし有効期限が分かるもの）または在学証
明書（平成２０年４月１日以降発行のもの）②
年金手帳または基礎年金番号が確認できるも
の③印かん（代理申請する場合のみ）④会社
退職後学生になる方で、前年所得が１１８万円
を超える場合は、雇用保険受給資格者証また
は雇用保険被保険者離職票（雇用保険被保険
者資格喪失確認通知書）※郵送の場合は、申
請書と前記①の写しを同封。④に該当の方は
前記①④の写しを同封
　□問 国保年金課�７１５０－６１１０

職員互助会の公費負担状況
　職員互助会は、市職員の福利厚生事業を行う
もので、職員の会費・互助会自主財源・市補助
金等で運営されています。本市の職員１人当た
りの公費負担額は、県平均の約６割の水準です。

公費率

職員１人

当たり公費

負担額

職員の会費等
互助会への

公費支出額

４３.９％　７,６０６円１,０３８万３千円８１２万４千円流山市
４１.４％１２,７２５円――県平均

　□問 人事課�７１５０－６０６８

人間ドック検査医療機関
電話番号所在地医療機関名
7154－5741東初石2－132－2流 山 中 央 病 院
7159－1611鰭ケ崎1－1流 山 総 合 病 院
7159－1011下花輪409東 葛 病 院
7152－0101江戸川台東2－270横 田 医 院
7153－2771江戸川台西1－123ま ち や 外 科 内 科
7155－5499江戸川台東3－102－2東 医 院
7147－7878名都借909流 山 東 部 診 療 所
7146－0017野々下3－931－35田村内科クリニック
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平成２０年３月１５日（土曜日）　　　（　）６第１１５８号

固定資産課税台帳の固定資産課税台帳の 
閲覧・縦覧閲覧・縦覧

４月１日から資産税課で４月１日から資産税課で

★印のあるものは市主催のものです 

�
　

★
第
４
回
市
民
環
境
講
座

「
バ
ス
で
行
く
日
帰
り
エ
コ

ツ
ア
ー
」

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

２０

８
時　

分
〜　

時
※
交
通
事

３０

１７

情
に
よ
り
帰
り
の
時
間
が
遅

れ
る
場
合
あ
り
▽
集
合
場
所

／
時
間
＝
文
化
会
館
前
／
８

時　

分
▽
対
象
／
定
員
＝
市

２０
民
／　

人
▽
見
学
先
＝
日
本

４０

科
学
未
来
館
（
東
京
都
江
東

区
）、板
橋
区
立
エ
コ
ポ
リ
ス

セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費
＝
５
０

０
円
（
昼
食
代
お
よ
び
保
険

料
）
▽
申
し
込
み
＝
３
月　
１７

日
・　

日
（
８
時　

分
〜　

１８

３０

１７

時
）
に
電
話
で
環
境
政
策
課

へ
（
先
着
順
）

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
３

　

★
高
校
開
放
「
家
族
で
学

ぶ
野
菜
づ
く
り
講
座
（
全　
１５

回
）」（
流
山
高
等
学
校
、
公

民
館
共
催
）

　

▽
期
日
＝
４
月　

日
〜
平

１２

成　

年
１
月　

日
の
間
で
土

２１

１０

曜
に　

回
開
催
▽
時
間
＝
９

１５

時
〜　

時
▽
場
所
＝
県
立
流

１２

山
高
等
学
校
、
総
合
運
動
公

園
近
く
の
畑
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
家
族
／　

組
３０

（
多
数
抽
選
、
初
め
て
の
家

族
優
先
）
▽
参
加
費
＝
４
０

講
座
・
講
演

０
０
円
（
教
材
費
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚

に
つ
き
１
家
族
）に
講
座
名
、

住
所
、
家
族
の
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、
３
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

２８７
０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ
※

１６

重
複
申
し
込
み
不
可

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

★
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援

講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
４
月　

日
� 

１５

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時　

１６

１３

３０

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝
文

１６

３０

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
で
文
字
入
力

が
で
き
る
方
／　

人
（
多
数

１８

抽
選
）
▽
覚
え
た
い
内
容
＝

①
ワ
ー
ド
②
エ
ク
セ
ル
③
メ

ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④

デ
ジ
カ
メ
写
真
編
集
▽
参
加

費
＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

覚
え
た
い
内
容
（
一
つ
選 

択
）、返
信
用
に
宛
名
を
明
記

の
上
、
３
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７

６
流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

★
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
編
集

講
座
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
４
月　

日
� 

１６

・　

日
�
・　

日
�
・　

日

１７

２３

２４

�
▽
時
間
＝
９
時　

分
〜　

３０

１２

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
ワ
ー
ド
が
使
え

る
方
／　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
撮
影
の

写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

み
、
ト
リ
ミ
ン
グ
や
サ
イ
ズ

変
更
し
、
メ
ー
ル
添
付
や
写

真
入
り
ハ
ガ
キ
を
作
成
▽
参

加
費
＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
▽
持
ち
物
＝
デ
ジ

カ
メ
一
式
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
、
筆
記
用
具
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
に

宛
名
を
明
記
の
上
、
３
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加
１

―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

★
牛
乳
パ
ッ
ク
で
レ
タ
ー

ラ
ッ
ク
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
４
月　

日
� 

２３

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ
サ

１３

１５

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
･
プ
ラ
ザ
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／　
１０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
２
０
０
円
（
材
料
代
）
▽

持
ち
物
＝
牛
乳
パ
ッ
ク
、
も

の
さ
し
、
は
さ
み
、
ボ
ン 

ド
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座 

名
、
開
催
日
、
住
所
、
氏 

名
、
電
話
番
号
、
返
信
用
に

宛
名
を
明
記
の
上
、
３
月　
３１

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
４
流
山
市
下
花

輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

八
木
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

区
講
座
合
同
発
表
会
（
同
地

区
運
営
連
絡
会
議
主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

２３

９
時　

分
〜　

時　

分
▽
場

３０

１５

３０

所
＝
県
立
特
別
支
援
学
校
流

山
高
等
学
園
▽
内
容
＝
八
木

南
地
区
で
活
動
す
る
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
表
会
（
舞
踊
、

書
道
、
民
謡
、
油
絵
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
）
▽
入
場
料
＝
無

料
※
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―
６
０
７
６

　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
（
健
康

づ
く
り
推
進
員
主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

２７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保
健

１０

１３

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

／　

組
（
先
着
順
）
▽
参
加

１５
費
＝
１
人
３
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
頭
を
覆
う
も
の

（
三
角
巾
）、
ふ
き
ん
、
筆
記

用
具
▽
申
し
込
み
＝
３
月　
１７

日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１

　

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
教
室

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
す
る
教
室
・

講
座
で
す
。

　

①
書
道
教
室

　

▽
期
日
＝
毎
月
第
１
・
３

木
曜
▽
時
間
＝　

時　

分
〜

１３

３０

　

時　

分
▽
対
象
／
定
員
＝

１５

３０

市
民
／　

人
（
先
着
順
）
▽

１５

持
ち
物
＝
書
道
用
具
一
式
▽

参
加
費
＝
月
２
０
０
０
円
▽

申
し
込
み
＝
３
月　

日
か
ら

１７

電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ

　

②
俳
句
教
室

　

▽
期
日
＝
毎
月
第
４
月
曜

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽
対

１６

１８

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
２０

（
多
数
抽
選
）
▽
持
ち
物
＝

筆
記
用
具
▽
参
加
費
＝
月
１

０
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の 

上
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま

２８

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
１
４

流
山
市
東
初
石
３
―
１
０
３

―　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１８
ー
へ

　

③
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
・
Ｘ
Ｐ
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

▽
期
日
＝
毎
週
土
曜
…
Ｖ

ｉ
ｓ
ｔ
ａ
、
毎
週
日
曜
…
Ｘ

Ｐ
▽
受
講
コ
ー
ス
＝
①
パ
ソ

コ
ン
入
門
②
ワ
ー
ド
基
礎
③

ワ
ー
ド
応
用
④
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▽
対
象
＝

市
内
在
住
の
中
高
年
の
方
▽

参
加
費
＝
１
日
（
６
時
間
）

で
３
０
０
０
円
※
別
途
教
材

費
１
冊
５
２
５
円
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

受
講
コ
ー
ス
（
一
つ
選
択
）

と
受
講
希
望
日
、
返
信
用
に

宛
名
を
明
記
の
上
、
〒
２
７

０
―
０
１
１
４
流
山
市
東
初

石
３
―
１
０
３
―　

シ
ル
バ

１８

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
６
９

�
　

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

講
座
作
品
展

　

▽
期
間
＝
３
月　

日
� 

２１

〜
３
月　

日
�
▽
時
間
＝
９

２３

時
〜　

時　

分
（　

日
は　

１６

３０

２１

１３

時
か
ら
、　

日
は　

時
ま
で
）

２３

１５

▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
内

容
＝
水
墨
画
、
手
芸
、
盆
栽
、

陶
芸
の
作
品
展
示
▽
入
場
料

＝
無
料
※
自
由
に
ご
覧
く
だ

さ
い

　

□問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

７
１
５
２
―
２
３
７
３

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
延
長
保

育
士
、
臨
時
看
護
師
）
の
募

集
　

①
延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久 

木
・
江
戸
川
台
・
長
崎
・
東

深
井
保
育
所
▽
勤
務
時
間
＝

月
〜
金
曜
（
７
時
〜
８
時　
３０

分
、　

時
〜　

時
）、
土
曜

１６

１９

（
７
時
〜
８
時　

分
、　

時

３０

１１

　

分
〜　

時
）
※
勤
務
ロ
ー

３０

１９ 展　
　

示

資
格
・
求
人

テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
▽
時
間
給

＝
９
２
０
円
、
有
資
格
者
９

３
０
円
※
い
ず
れ
も
交
通
費

別
途
支
給

　

②
臨
時
看
護
師

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久
木

保
育
所
▽
応
募
資
格
＝
有
資

格
者
▽
勤
務
日
／
時
間
＝
月

〜
金
曜
／
８
時　

分
〜　

時

３０

１７

▽
時
間
給
＝
１
１
８
０
円（
交

通
費
別
途
支
給
）

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
� 

１５

▽
場
所
＝
日
本
大
学
生
産
工

学
部
津
田
沼
校
舎
（
習
志
野

市
）
▽
申
し
込
み
＝
市
消
防

本
部
予
防
課
、
各
消
防
署
に

あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
４
月
８
日
〜

４
月　

日
（
９
時
〜　

時　

１６

１６

３０

分
）
に
予
防
課
へ
持
参

　

【
受
験
者
対
象
の
講
習
会

（
希
望
者
の
み
）】

　

▽
期
日
＝
５
月
９
日
� 

▽
場
所
＝
柏
商
工
会
議
所 

（
柏
市
）
▽
参
加
費
＝
３
５

０
０
円
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

あ
り
▽
申
し
込
み
＝
試
験
の

申
し
込
み
時
に
予
防
課
で
受

け
付
け

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

�
　

★
福
祉
施
策
審
議
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

１９

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽

１４内
容
＝
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
計
画
に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

施
策
会
議　
傍聴可

を
除
く
）
／
９
時
〜　

時
▽

１７

場
所
＝
資
産
税
課
▽
閲
覧
で

き
る
方
＝
①
納
税
義
務
者
②

納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
方
（
同
居
の
親
族
、
納

税
管
理
人
、
代
理
人
）
③
借

地
・
借
家
人
▽
料
金
＝
３
０

０
円
※
た
だ
し
、
４
月
１
日

〜
４
月　

日
は
無
料
（
借
地

３０

・
借
家
人
を
除
く
）

　

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
】

　

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
４

月
１
日
�
〜
４
月　

日
�

３０

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

／
９
時
〜　

時
▽
縦
覧
場
所

１７

＝
資
産
税
課
▽
縦
覧
で
き
る

方
＝
①
納
税
者
②
納
税
者
か

ら
委
任
を
受
け
た
方
（
同
居

の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
代

理
人
）
▽
料
金
＝
無
料

　

※
「
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧
」、「
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
」
の

際
は
、「
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
」、「
納
税
通
知
書
（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
借

地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸

借
契
約
書
が
必
要
）」な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

　

課
税
資
産
の
明
細
書
を
送

付
　

市
で
は
、
税
の
信
頼
性
確

保
と
課
税
誤
り
の
防
止
の
た

め
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
に
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
と
同
じ
内
容
の
課
税
資
産

の
明
細
書
を
添
付
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
納
税
通

２０

知
書
（
４
月
３
日
�
発
送
予

定
）
が
送
付
さ
れ
た
ら
、
再

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
４

　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」の

閲
覧
は
、
自
己
所
有
の
固
定

資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
す

る
上
で
大
変
重
要
な
も
の
で

す
。
特
に
、
昨
年
中
に
土
地

や
家
屋
の
所
有
権
移
転
（
売

買
、
相
続
、
贈
与
な
ど
）
や

家
屋
の
新
・
増
築
、
取
り
壊

し
等
を
し
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
所
有
物
件
の
課

税
状
況
を
確
認
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地

目
、地
積
、評
価
額
を
記
載
）」

お
よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
家
屋
の
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額
を
記
載
）」
の
縦

覧
で
は
、
自
己
所
有
以
外
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価

額
）
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
】

　

▽
閲
覧
期
間
／
時
間
＝
４

月
１
日
�
〜
平
成　

年
３
月

２１

　

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

３１

ごみ収集曜日カレンダー
１９日から配布

　平成２０年度版「ごみ収集曜日カレンダー」を、今月
１９日から自治会を通じて配布します。
　また、各出張所・公民館の窓口でもお受け取りにな
れるほか、市ホームページからもダウンロードできま
すのでご利用ください。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

廃棄物対策審議会（傍聴可）　▽日時＝３月２１日�１３時３０分～▽場所＝リサイクルプラザ・プラザ館
▽内容＝循環型社会形成のためのごみ処理有料化について（諮問）□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０
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第１１５８号（　）　　　平成２０年３月１５日（土曜日）７

　
　第２回野草フォトクラブ写真展（ＮＰＯ野草フォトクラ
ブなずな主催）＝３月１８日�～３月２２日�９時３０分～２０
時、森の図書館。入場料無料□問 古室�７１５９－５２７３
　入学式、結婚式等に手早く、着くずれない着方（弥生会
主催）＝３月１９日�・２６日�１０時～１２時、初石公民館。参
加費１回５００円□問 福嶋�７１５５－３４５５
　第１２回日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝３月２０日�
１０時～１７時、東谷自治会館。入場料無料□問 秋葉�７１５８
－２７６９
　田中正造ドキュメンタリー映画「赤貧洗うがごとき」柏
上映会（同上映東葛実行委員会主催）＝３月２３日�１９時～
２０時４０分、アミュゼ柏（柏市）。入場料１,５００円（前売り
１,２００円）、シニア・高校生１,０００円、小人５００円□問 加藤�
７１４５－５１７８
　無料体験コーラス（エーデルワイス･コーア主催）＝３
月２５日～４月１５日の毎週火曜１０時～１２時、赤城福祉会館□問 
大津�７１５８－５９４１
　春のシェイプアップヨーガ講座＝４月２日・９日・２３日
・３０日の水曜１０時～１２時、生涯学習センター。参加費１回
７００円※参加希望日のご連絡を□問 イケ�０９０－６１５４
－４４８６

　｢自分史づくり」に挑戦！（流山ノートパソコンクラブ
主催）＝４月７日	・１６日�・２４日�９時３０分～１１時３０
分、北部公民館。参加費３回２,０００円□問 福嶋�７１５５－
２６０７

公共下水道

行財政改革審議会　委員決まる
　３月４日、「流山市行財政改革審議会」が市役所で開かれ、新た
な委員１５人に井崎市長から委嘱状が手渡されました。
　同審議会は、市長からの諮問に応じ、市の行財政改革の推進に
必要な調査および審議を行い、市長に答申または建議を行うため
設置されています。
　新委員は次のとおり。任期は今年３月４日から平成２２年３月３
日までです。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　＜敬称略・五十音順＞
【学識経験を有する者】
浅井昌之（税理士）、井原久光（大学教授）、大内田鶴子（大学
教授）、清水千弘（大学准教授）、洞下英人（会社役員）

【公共的団体等を代表する者】
小口康子（ＮＰＯ団体）、小嶋心一（医師会）、白須賀貴樹（青
年会議所）、杉浦明（校長会）、横山幸男（労働団体）

【公募市民】
　井上菊夫、岩下剛明、加藤啓子、鎌田洋子、後藤嘉洋
　□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある
掲載申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記
入の上、秘書広報課に提出を。なお、イベントは掲載希望号の１
カ月前までに。 
　掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。 

－ 

イ ベ ン ト

上下水道料金の口座振替日など上下水道料金の口座振替日など 
４月から変わります４月から変わります

　流山市水道事業では４月から、納入通知書発行日、納入期
限および口座振替日を、別表のとおり変更します。
　現行の「検針からお支払いまでの業務のスケジュール」を
見直し、利用者サービスの向上および業務の効率化を図るた
めに変更するものです。皆さまのご理解・ご協力をお願いし
ます。
　【口座振替の方】
　これまで振替日が検針月の翌月８日であった方の新振替日
は、検針月の月末日に変更となります。
　（例）検針日が４月の場合…現行の振替日は５月８日です
が、新振替日は４月３０日となります。
　【銀行窓口等で納付の方】
　これまで納入通知書（納付書）の発行日は検針月の下旬で
したが、検針月の中旬になります。また、納付期限は納入通
知書発行月の月末となります。

（別表）

　なお、水道料金と併せてお支払いいただいています「公共
下水道使用料」の口座振替および納入通知書についても、同
様の取り扱いとなりますのでご了承願います。詳細は問い合
わせを。
　□問 流山市水道局お客様センター�７１５９－５３１１
　　（日曜、祝日等を除く８時３０分～１７時２０分）

し
ま
す
。

　

▽
体
裁
＝
Ａ
４
判
（　

ペ
９６

ー
ジ
）
▽
頒
布
価
格
＝
７
０

０
円
（
税
込
み
）
▽
頒
布
場

所
＝
博
物
館

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

　

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
豚
汁
の

会
　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

３０

　

時
〜
※
雨
天
中
止
▽
場
所

１０＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
芝
生

広
場
▽
内
容
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
＆
豚
汁
会
▽
参
加
費

＝
２
０
０
円
▽
持
ち
物
＝ 

箸
、
ど
ん
ぶ
り
、
水
筒
、
タ

オ
ル
、
帽
子
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
当
日
９
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
に
直
接
会
場
へ

５０
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
の
つ
ど
い
「
お
花
見
ジ
ョ

ギ
ン
グ
」

　

市
内
の
花
見
コ
ー
ス
を
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

し
ま
せ
ん
か
。

　

▽
期
日
＝
４
月
６
日
� 

※
雨
天
中
止
▽
会
場
（
５
会

場
）
＝
①
東
深
井
地
区
公
園

②
八
木
北
小
学
校
③
総
合
運

動
公
園
④
南
流
山
小
学
校
⑤

東
小
学
校
※
出
発
は
７
時 

（
③
⑤
は
７
時　

分
）
▽
参

３０

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
各
会
場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

★
一
茶
双
樹
記
念
館
「
卯

月
の
茶
会
」（
流
山
市
茶
道
親

和
会
、市
教
育
委
員
会
共
催
）

　

▽
日
時
＝
４
月　

日
� 

２０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
一
茶

１０

１５

双
樹
記
念
館
▽
内
容
＝
風
情

あ
る
日
本
庭
園
で
本
格
的
な

茶
席
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円 

（
表
千
家
２
席
）
※
生
涯
学

習
課
、
一
茶
双
樹
記
念
館
で

事
前
に
お
茶
券
を
販
売
し
ま

す
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

★
再
生
自
転
車
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
･
プ

ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご
み
で

出
さ
れ
た
自
転
車
を
再
生
修

理
し
、安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

▽
応
募
期
間
＝
３
月　

日
１５

�
〜
３
月　

日
�
（
祝
日
を

２９

除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９
時

〜　

時
▽
応
募
資
格
＝
市
内

１７
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
※

１
世
帯
１
点
、
過
去
の
当
選

世
帯
は
除
く
▽
応
募
方
法
＝

応
募
期
間
中
に
直
接
プ
ラ
ザ

館
窓
口
へ
（
多
数
抽
選
、
結

果
は
当
選
者
の
み
に
通
知
）

※
自
転
車
は
現
金
と
引
き
換

え
、
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者

数
　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
３

月
１
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿

の
登
録
者
数
は
、　

万
７
８

１２

３
２
人
（
前
回
比
２
２
９
人

増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６
万

３
３
４
５
人
、
女
が
６
万
４

４
８
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録

は
、
正
確
な
有
権
者
数
を
把

握
す
る
た
め
年
４
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
７
１
５
０
―
６
１
０

０
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談
会

（
無
料
）

　

市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
等
で
、
大
規
模
修
繕
や

敷
地
内
の
違
法
駐
車
、
ペ
ッ

ト
を
め
ぐ
る
問
題
等
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
問
題
に
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
４
月
６
日
� 

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
初
石

１２

公
民
館
▽
申
し
込
み
＝
４
月

４
日
ま
で
に
電
話
で
市
建
築

住
宅
課
へ
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
８

　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
	 

２４

　

時
〜
※
傍
聴
受
け
付
け　

１４

１３

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

４５
▽
内
容
＝
流
山
都
市
計
画
江

戸
川
台
東
３
丁
目
地
区
地
区

計
画
に
つ
い
て

　

※
傍
聴
の
際
は
、
受
付
で

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、

「
同
審
議
会
傍
聴
に
関
す
る

要
領
」
に
従
っ
て
入
場
し
て

く
だ
さ
い

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　

第
７
回
江
戸
川
左
岸
圏
域

流
域
懇
談
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

２８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
船
橋

１４

１６

商
工
会
議
所
（
船
橋
市
）
▽

内
容
＝
事
業
再
評
価
（
旧
江

戸
川
・
高
谷
川
）、
江
戸
川
左

岸
圏
域
河
川
事
業
の
実
施
状

況
報
告
ほ
か

　

□問
 

東
葛
飾
地
域
整
備
セ
ン

タ
ー
調
整
課
�
０
４
７
―
３

６
４
―
５
１
４
３

�
　

★
認
知
症
の
方
を
抱
え
る

家
族
の
会「
コ
ス
モ
ス
の
会
」

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
� 

２５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ほ
っ

１０

１２

と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽
対
象
＝

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
な
ど
▽
内
容
＝
助
言

者
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
・
千
葉
県
支
部
世
話
人
）、

市
職
員
な
ど
を
交
え
て
の
座

談
会
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
３
月　

日
か
ら
電

１７

話
で
介
護
支
援
課
へ

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１
５

０
―
６
５
３
１

　

★
博
物
館
調
査
研
究
報
告

書　

「
懐
か
し
の
流
山
Ⅱ
〜

２５
風
景
の
今
昔
〜
」
の
頒
布

　

博
物
館
で
は
、「
流
山
町
」

が
「
流
山
市
」
と
な
っ
た
昭

和　

年
前
後
の
写
真
を
中
心

４２
に
紹
介
し
た
調
査
研
究
報
告

書
を
、
今
月　

日
か
ら
頒
布

２６

そ
の
他

供用開始区域の縦覧
　公共下水道を使用できる区域（供用開始区域）が、新たに
広がります。このことから、自分の住んでいる区域が供用開
始区域かどうか確認していただくため、今月１７日から縦覧を
行います。
　供用開始区域内に住む方は、供用開始の日から１年以内
（汲み取りトイレは３年以内）に、公共下水道への接続が義
務付けられています。公共下水道に接続することで、道路側
溝には雨水のみが流れ、地域環境の美化に役立つと共に、川
や海などの浄化にもつながります。公共下水道の役割をご理
解いただき、早めの接続をお願いします。
　市では、公共下水道への切り替え工事の助成制度として、
「水洗便所融資あっせん及び利子補給制度」を設けています
のでご利用ください。
　なお、公共下水道への切り替え工事は、市が指定した下水
道工事店しか工事ができませんのでご注意ください。
　▽縦覧期間＝３月１７日	～３月３１日	※土・日曜、祝日を
除く▽時間＝８時３０分～１７時２０分▽場所＝下水道業務課
　【３月３１日供用開始区域】…東深井、美原１・２丁目、西
初石２・５・６丁目、西平井、鰭ケ崎、野々下３丁目、松ケ丘
１・２丁目、前ケ崎、駒木、十太夫、東初石６丁目の各一部
　【４月１日供用開始区域】…東深井、西初石２・５丁目、
野々下３丁目、後平井、前平井、加、東初石３丁目、十太
夫、駒木の各一部
　□問 下水道業務課�７１５０－６０９６

下水道事業の受益者負担金 
負担区の拡大に係る関係図書の縦覧

　流山市流山都市計画下水道事業受益者負担金の負担区の拡
大に係る関係図書の縦覧を、次のとおり行います。
　▽縦覧期間＝３月１７日	～３月３１日	※土・日曜、祝日を
除く▽時間＝８時３０分～１７時２０分▽場所＝下水道業務課▽拡
大区域＝流山第２負担区（駒木の一部区域）▽拡大区域の面
積＝２.７１ヘクタール
　□問 下水道業務課�７１５０－６０９６

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　（平成１９年１２月、平成２０年１月）

測定数値　保証数値
法・条例に
よる規制値

項　　　目

１以下１月１０以下ー
硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

３以下１月３０以下２５０以下
窒素酸化物
（ppm）

２以下１月１０以下４３０以下
塩化水素
（ppm）

１以下１月５以下８０以下
ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下１月０.０３以下ー
水銀

（mg/�Ｎ）

０.０００１９以下１２月０.０１以下１以下
ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた
日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ８４,５１６台４２,３４２台４２,１７４台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２０年１月）

青　田東初石西初石若葉台項　　　目

１０１５１時　間①騒音　

１（０）２（０）１０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

　口座振替日等の変更内容

口座振替日等
検針期間お支払い方法 変更後

平成２０年４月１日以降
変更前

平成２０年３月３１日まで

・検針月の月末日に 
振替

・検針月の翌月８日
に振替

月初
（変更なし）口座振替

・納入通知書発行は
検針月の中旬

・納期は検針月の月末

・納入通知書発行は
検針月の下旬

・納期は翌月８日

月初
（変更なし）納入通知書

　※振替日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日

MAC8 Title:広報ながれやま03/15号P6_8.ec6 Page:7  Date: 2008/03/12 Wed 16:57:55



平成２０年３月１５日（土曜日）　　　（　）８第１１５８号

古紙100％再生紙、大豆油インク使用 
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

古
の
雅
を
今
に
ひ
な
祭 

美　
　
　

原 

林
田　

ゆ
う

水
底
に
日
の
流
れ
を
り
冬
の
川 

こ
う
の
す
台　

小
泉　

欣
也

着
ぶ
く
れ
て
老
人
会
の
座
を
占
め
る 

江
戸
川
台
東　

浅
利　

ミ
チ

雪
止
ん
で
空
の
青
さ
の
深
ま
り
ぬ 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

初
春
の
一
歩
踏
み
し
め
八
十
路
越
ゆ 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

【
評
】
一
句
目　

雛
祭
は
、
女
児
の
幸
福
と
成
長
を
願
っ
て
雛
人
形
を
飾
り
、
調
度
品

・
菱
餅
・
白
酒
・
桃
の
花
な
ど
を
供
え
る
祭
り
で
あ
る
。
江
戸
中
期
か
ら
今
の
よ
う
な

形
に
な
っ
た
が
、古
雛
に
は
そ
れ
な
り
の
品
格
と
雅
を
備
え
る
も
の
が
多
い
。
二
句
目

冬
川
を
眼
下
に
し
た
精
巧
な
写
生
句
で
あ
る
。日
射
し
を
水
流
に
置
く
と
い
う
俳
句
作

り
の
技
に
、活
写
の
深
さ
が
見
て
と
れ
る
。
三
句
目　

ち
ょ
っ
と
し
た 
含 がん 
羞 
の
心
持
ち

し
ゅ
う

の
読
み
取
れ
る
句
柄
で
あ
る
。
老
人
会
と
い
う
仲
間
内
の
集
り
な
の
だ
が
、着
ぶ
く
れ

姿
に
そ
れ
な
り
の
目
線
を
感
じ
つ
つ
、座
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
句
目　

い
か

に
も
俳
句
の
形
を
重
ん
じ
た
感
覚
と
、 精  
緻 
な
詩
情
の
広
が
り
を
見
せ
て
呉
れ
る
句
で

せ
い 
ち

あ
る
。
冬
空
の
青
さ
と
深
さ
に
清
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
五
句
目　

新
春
に
当
り
、人

生
の
先
を
見
据
え
た
心
の
在
り
様
を
吐
露
し
、
淑
女
の
淑
気
の
姿
勢
で
も
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

神
宮
の
清
正
公
井
の
湧
水
に
想
を
秘
め
し
友
は
逝
き
た
り

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

足
腰
の
痛
さ
知
ら
ぬ
身
の
幸
せ
と
い
ま
追
い
こ
さ
ん
父
母
の
歳
を
ば

 

前
ケ
崎 

池
田　

き
み

宝
塚
歌
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
瀬
奈
じ
ゆ
ん
の
男
ぶ
り
に
胸 
逸 
り
観
る
な
り

は
や

 

西
平
井 

白
坂　

京
子

【
評
】
舟
橋
氏　

明
治
神
宮
の
外
苑
に「
加
藤
清
正
公
」ゆ
か
り
の
井
戸
が
あ
る
。
そ

の
湧
水
に
心
を
働
か
せ
、
想
い
を
か
け
な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
も
無
い
ま
ま
、
友
は

忽
然
と
逝
か
れ
た
。
よ
み
が
え
る
記
憶
は
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
屈
折
に
行
き
着
く

境
地
で
あ
る
。
池
田
氏　

健
康
な
身
体
感
覚
の
ま
ま
過
ぎ
て
ゆ
く
心
の
些
事
、
高
齢

化
社
会
に
父
母
を
超
え
て
ゆ
く
と
の
、
願
望
は
夢
と
な
り
心
意
気
で
あ
る
、
こ
の
歌

境
は
湿
度
が
な
く
、
か
ら
り
と
作
品
を
明
快
に
し
て
気
分
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
。　

白

坂
氏　

か
つ
て
の
少
女
歌
劇
、
宝
塚
歌
劇
団
な
ど
男
装
の
麗
人
は 
憧  
憬 
の
的
で
あ
っ

あ
こ 
が
れ

た
。
ダ
ン
デ
ィ
な
雰
囲
気
に
先
鋭
な
る
視
点
を
、
己
が
じ
し
ん
の
と
き
め
き
を
、「
瀬

奈
じ
ゅ
ん
」
の
ス
タ
ー
の
男
振
り
に
熱
狂
し
た
作
品
の
下
句
を
、
感
動
が
読
者
に
見

え
る
よ
う
に
、
言
葉
で
な
く
、
歌
わ
れ
る
事
を
望
み
た
い
。

短歌

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　

道　

草　
　
　

平
和
台　
　

佐
瀬　

ま
り
子　

季
節
が
め
ぐ
る
た
び
に

心
を
風
が
吹
き
抜
け
て
い
く

野
の
花
の
よ
う
に

ひ
た
す
ら
咲
い
て
い
た
い
の
に

つ
ら
い　

く
る
し
い

さ
み
し
い　

こ
い
し
い

そ
の
繰
り
返
し
の
人
生

ふ
と　

ふ
り
返
っ
て
み
る

生
き
て
き
た
証
に

何
を
残
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

道
草
を
せ
ず

た
だ
ひ
た
向
き
に

一
日
一
日
を
乗
り
越
え
て
き
た
と
い
う
の
に

ふ
り
向
い
た
ら　

何
も
な
い

今
の
人
生
に

寄
り
道
を
し
た
く
な
る

【評】人にはそれぞれの人生がある。ある生き方を選べば別の生き
方はできない。誰にとっても満足する生き方などない。自分の生き

てきた道をいかに受け留めるかで今が幸せと感じられるか否かが決

まる。何もなかったと思われた道を背にしてさらに歩み、もう一度

ふり返ってそこに野の花を見つけられるときがくるかもしれない。

詩

西
平
井
の 
二  
階 
に 
か
い 

畑 
遺
跡

ば
た
け

　

日
に
発
掘
現
場
の
見
学
会

２９

４月のポリオ予防接種
　▽会場・実施日＝別表のとおり▽対象＝
生後３カ月～７歳６カ月未満児▽申し込み
＝母子健康手帳、予診票を持参の上、当日
直接会場へ※体調が悪い場合は接種を受け
られないこともあります。会場へは、なる
べく公共交通機関をご利用ください

生
涯
学
習
専
門
員
を
募
集

生
涯
学
習
専
門
員
を
募
集 

日
ま
で
に
応
募
を

　

日
ま
で
に
応
募
を

３１３１

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
、
生
涯
学
習

専
門
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

同
専
門
員
は
、
生
涯
学
習

施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、

公
民
館
等
で
、
市
民
の
生
涯

学
習
を
幅
広
く
支
援
す
る
方

々
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方
…
①
生

涯
学
習
に
関
す
る
広
い
知
識

と
豊
か
な
経
験
を
持
つ
方
②

生
涯
学
習
事
業
に
お
け
る
企

画
、
立
案
、
運
営
の
意
欲
・

能
力
を
有
す
る
方
③
応
募
日

現
在
の
年
齢
が
満　

歳
以
上

２５

で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
④

普
通
乗
用
車
を
運
転
で
き
る

方
▽
公
募
者
数
＝
２
人
▽
勤

務
場
所
／
時
間
＝
主
に
中
央

公
民
館
／
１
カ
月
に　

日
間

１３

で
１
日
７
時
間　

分
▽
任
期

３０

　

西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
西

平
井
二
階
畑
遺
跡
」
の
現
場

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
室
町
時
代

か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
作

ら
れ
た
「 
地  
下  
式  
坑 
」
と
呼

ち 

か 

し
き 
こ
う

ば
れ
る
地
下
室
や
「 
掘  
立 
柱

ほ
っ 
た
て

 
建  
物  
跡 
」
が
見
つ
か
っ
て
い

た
て 
も
の 
あ
と

ま
す
。

　

戦
国
時
代

の
地
下
室
の

謎
に
迫
り
ま

す
。

　

▽
期
日
＝

３
月　

日
�

２９

※
雨
天
の
場

合
は　

日
に

３０

順
延
▽
時
間

＝
午
前
は　
１０

時
〜
、
午
後
は　

時
〜
▽
場

１３

所
＝
別
図
参
照
※
総
武
流
山

電
鉄
「
平
和
台
駅
」、
Ｔ
Ｘ

「
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
」
か
ら
案
内
板
あ
り
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い　

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

＝
５
月
１
日
〜
平
成　

年
３

２１

月　

日
▽
報
酬
＝
月
額
９
万

３１
５
２
０
０
円
▽
応
募
方
法
＝

生
涯
学
習
課
に
あ
る
応
募
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
郵
送

に
よ
る
請
求
も
可
）
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
返
信
用

封
筒
（　

円
切
手
を
貼
り
宛

８０

名
を
明
記
）
を
添
え
、
３
月

　

日
か
ら
３
月　

日
（
消
印

１７

３１

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
生
涯

学
習
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

（
土
・
日
曜
、
祝
日
等
を
除

く
）
▽
選
考
方
法
＝
書
類
選

考
の
上
、
面
接
※
選
考
結
果

は
全
員
に
通
知
し
ま
す

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

曜
に　

回
開
催
▽
時
間
＝　

３６

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
初
め
て

点
字
を
習
う
方
／　

人
（
先

１０

着
順
）
▽
参
加
費
＝
１
５
０

０
円
程
度
（
教
材
費
）
▽
申

し
込
み
＝
３
月　

日
か
ら
電

１７

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
同

セ
ン
タ
ー
へ

　

▽
内
容
等
＝
別
表
の
と
お

り
▽
場
所
＝
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
方
▽
参
加
費
＝
無
料

（
材
料
代
は
自
己
負
担
）
▽

申
し
込
み
＝
３
月　

日
か
ら

１７

　

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ

２６ァ
ッ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―
３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―
３
４
３

７

第２３９回サロンコンサート 
�♪　今月は２８日に　�♪

　▽日時＝３月２８日�１２時１５分～▽場所＝市役所１階ロビ
ー▽テーマ＝花　～花で彩られた優しい曲を～▽曲目＝
①みかんの花咲く丘②おぼろ月夜③花の街④花⑤リラ⑥
花はジャスミンの花⑦花の歌⑧エーデルワイス▽出演＝
岡野美知代、里舘雅江（ソプラノ）、齋藤智子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

　▽内容・日時等＝別表のとおり▽場所＝生涯学習センタ
ー▽申し込み＝電話で生涯学習センターへ※詳細は問い合
わせを
　□問 生涯学習センター�７１５０－７４７４

生涯学習センターの講座・展示

各種講座にご参加を各種講座にご参加を 

身体障害者福祉センター身体障害者福祉センター

　

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
成　

年
度
（
４

２０

月
〜
平
成　

年
３
月
末
）
に

２１

行
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

事
業
（
点
訳
講
座
）」
お
よ
び

「
各
種
講
座
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
４
月
９
日
〜
平

成　

年
３
月　

日
の
間
の
水

２１

２５

４月の実施日会　場

７日	、１１日�、１４日	保健センター

１７日�文化会館

１０日�、１６日�南流山センター

１５日�東部公民館

【受付時間】１３時１５分～１４時１５分（接種開始
は１３時３０分～）
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　身体障害者福祉センターの各種講座

定員
（先着）日　時講座名

各１５人

北部地区
第２・４木曜

南部地区
第２・４金曜

（１０：００～１５：００）

機能回復訓練
（理学療法・作業療法）
【全２４回】

１５人
第１・３木曜

（１３：００～１５：００）
音楽講座（音楽療法）
【全２４回】

２０人
第１・３火曜

（１０：００～１５：００）
手芸講座【全２２回】
※材料代１,０００円程度

１５人
第１・３月曜

（１０：００～１２：００）
カラオケ講座
【全２４回】

５人
水曜に開催

※時間は要相談
中途失明者の点字講座
【全４０回】

１５人
第４火曜

（１４：００～１６：００）
言語訓練講座
【全１２回】

参加費
定員

（先着）
日　時講座内容

無料
申し込み不要

―
３月２６日�
１５：００～１６：３０

公開講座
東洋医学に学ぶ
「健康の秘訣」

７００円各２０組
４月６日�
１３：３０～１４：３０（３～４歳児）
１５：００～１６：００（５～６歳児）

親子で楽しく運動遊び
「一日体験教室」

１０,０００円
材料費別途

２０人

４/１～８/１９の第１・３
火曜
（５月は第２・３火曜）
１０：００～１２：００

墨彩画・入門
【全１０回】

２,０００円４０人
４/５～４/２６の毎週土曜
１０：００～１１：１０

ペルビックルーシー
（タイ式ヨガ、骨盤運動）
【全４回】

５,０００円４０人
４/７～６/９の毎週月曜
１３：００～１４：００

フラダンス・入門
【全１０回】

１回
１,０００円
材料費別途

各20人

４/８～６/２４の第２・４
火曜
１３：００～１４：３０
１９：００～２０：３０

心と体を癒すアロマセ
ラピー【全６回】

６,０００円20人
４/９～７/２３の毎週水曜
（第３水曜は除く）
１５：１５～１６：３０

社交ダンス・入門コース
【全12回】

１２,０００円10人
４/９～７/２３の毎週水曜
（第３水曜は除く）
１６：４５～１８：００

社交ダンス・経験者コー
ス
【全12回】

入場料期間・時間展示内容

無料

３/１３�～３/２５�
９：００～２１：００（２５日は１７時まで）

日中友好「麦絵」展

３/２０�～３/２５�
９：００～２１：００（２５日は１７時まで）

やさしい日本画教室受講生
作品展２００８

駅 

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅 

駅 駅 

駅 

駅 

見
学
会 

　
　
会
場 

ば
し
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

「
点
訳
講
座
」（
全　

回
）

３６

各
種
講
座
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